
【考察】

マスクは様々な形状のため密着性が異なり，リザー

バーからと室内の空気の取り込み量の違いにより濃度

が異なったと考えられた。Tight装着の濃度が高値だ

った事から適切なマスクの装着は重要である事が示唆

された。

【結語】

酸素吸入濃度を高値にするためには，1）酸素流量を

20L/min以上，2）マスクの装着をしっかりする，3）適切

なマスクを選択する，事が有用であると考えられた。
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【背景】

高気圧酸素治療（HBO2）において気圧の制御は確

実かつ容易である。一方リザーバー付き酸素マスク（マ

スク）吸入酸素濃度（濃度）においては，10L/minで90

％以上とされているが1），リザーバー付酸素マスクでは

高濃度酸素吸入は出来ないとの報告もある2）。血中酸

素濃度を上昇させるというHBO2の治療原理上，高濃

度酸素吸入の実現は必要不可欠であるが，各メーカー

のマスクの形状は様々であり，かつマスクの濃度を比

較検討した報告はない。

【目的】

市販されている8種類のマスクにおける酸素流量別

の濃度を明らかにする。

【方法】

高機能患者シミュレータ　HPS（米国GEヘルスケ

ア社製）を使用し，マスク酸素流量を5，10，15，20，

25，30L/minと変更し口元及び気道の酸素濃度を測定

した。さらに各マスクをTightに密着させた際の酸素

濃度も合わせて測定した。

【結果】

口元の酸素濃度は，酸素流量10L/min以下では，

すべてのマスクにおいて，15L/minでも4つのマスクが

80％以下であった。20L/minを超えると3つのマスク

が90％以上となった。30L/minでも100％は2つのマ

スクのみで，60％台のマスクも3つあった（表1）。Tight

に密着させた場合20L/minを超えるとすべてのマス

クにおいて80％以上になった（表2）。通常の装着と

Tightに密着させた場合を比較すると，6つのマスクで

有意にTight装着の酸素濃度が高値であった（表3）。

表1　酸素流量別口元酸素濃度（Normal）

表2　酸素流量別口元酸素濃度（Tight）

表3　マスク別フィッティングによる比較
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